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衆
議
院
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一
に
つ
い
て

我
が
国
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
、
日
本
か
ら
出
国
す
る
者
及
び
日
本
に
入
国
す
る
者
に
対
し
て
エ
ボ

ラ
出
血
熱
の
発
生
状
況
等
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
海
外
か
ら
日
本
国
内
の
空
港
に
到
着
す
る
全
て

の
便
に
お
い
て
、
乗
客
に
対
し
、
日
本
へ
の
入
国
日
前
二
十
一
日
以
内
に
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
発
生
国
で
あ
る
ギ
ニ
ア
、
コ
ン

ゴ
民
主
共
和
国
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
及
び
リ
ベ
リ
ア
（
以
下
「
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
発
生
国
」
と
い
う
。
）
に

滞
在
し
て
い
た
場
合
に
は
検
疫
所
に
申
告
す
る
よ
う
に
航
空
機
内
に
お
い
て
呼
び
掛
け
を
行
う
こ
と
を
航
空
会
社
に
対
し
て

依
頼
し
て
い
る
。

ま
た
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
発
生
国
で
の
滞
在
又
は
そ
の
予
定
が
把
握
で
き
た
者
に
対
し
て
、
当
該
者
が
所
属
す
る
企
業
等

を
通
じ
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
予
防
方
法
等
の
必
要
な
情
報
の
提
供
、
帰
国
時
に
お
け
る
検
疫
所
へ
の
申
告
の
要
請
等
を
実
施

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
に
入
国
す
る
者
に
対
し
て
、
空
港
に
お
い
て
日
頃
か
ら
実
施
し
て
い
る
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
体
温

測
定
に
加
え
、
日
本
へ
の
入
国
日
前
二
十
一
日
以
内
に
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
発
生
国
に
滞
在
し
て
い
た
場
合
に
は
検
疫
所
に
申

一



告
す
る
よ
う
、
複
数
の
言
語
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
、
放
送
等
に
よ
っ
て
促
し
た
上
で
、
検
疫
官
が
問
診
、
健
康
相
談
等
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
応
じ
て
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
患
者
に
つ
い
て
は
検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
四
条
第
一

項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
隔
離
を
行
い
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
病
原
体
に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
同
項
第

二
号
の
規
定
に
基
づ
く
停
留
又
は
同
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
報
告
徴
求
若
し
く
は
質
問
を
行
う
等
の
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
万
が
一
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
感
染
し
た
疑
い
の
あ
る
患
者
が
国
内
で
発
生
し
た
場
合
に
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び

感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
、

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
患
者
に
対
し
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
す
べ
き
こ

と
を
勧
告
し
、
又
は
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
特

定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
及
び
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
施
設
及
び
四
十
四
施
設
が
指
定
さ
れ
て
い

る
。

二
に
つ
い
て

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
、
世
界
保
健
機
関
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
日
本
人
医
師
を
世
界
保
健
機
関
の
枠
組
み
を
通
じ
て
、
西

二



ア
フ
リ
カ
地
域
に
派
遣
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
医
師
は
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
発
生
及
び
対
策
の
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
及

び
評
価
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
現
地
の
医
療
機
関
等
に
対
し
助
言
を
行
っ
て
き
た
が
、
実
際
に
治
療
を
行

っ
た
例
も
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
治
療
薬
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
製
造
販
売
の
承
認
を
受
け
た
も
の
は
な
い
が
、
万
が
一
、
国
内
で
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
患
者
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
症
状
の
緩
和
を
目
的
と
し
た
対
症
療
法
の
ほ
か
、
未
承
認
薬
を
医
師
の
判
断
に
よ
り
緊
急
に
使
用
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
を
含
む
一
類
感
染
症
に
つ
い
て
医
療
従
事
者
が
安
全
か
つ
効
果
的
に
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
「
我
が
国

に
お
け
る
一
類
感
染
症
の
患
者
発
生
時
に
備
え
た
診
断
・
治
療
・
予
防
等
の
臨
床
的
対
応
及
び
積
極
的
疫
学
調
査
に
関
す
る

研
究
」
に
お
い
て
、
医
療
従
事
者
の
感
染
防
御
対
策
等
に
関
す
る
診
療
の
手
引
を
作
成
し
て
お
り
、
ま
た
、
平
成
二
十
六
年

度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
「
一
類
感
染
症
の
患
者
発
生
時
に
備
え
た
治
療
・
診
断
・
感
染
管
理
等
に
関
す
る

三



研
究
」
に
お
い
て
、
当
該
研
究
の
研
究
班
が
本
年
十
月
か
ら
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。

四


